
本年もどうぞよろしくお願いいたします。１月は全国学校給食週間があります。

これを機に身近な給食の役割について知り、考えてみましょう。

日本の学校給食は１８８９年に山形県で始まり、全国へ広がっていきました。しかし、戦争中に

中断され、子どもたちの栄養状態は悪化してしましました。その後、世界各国から支援の食料が届

けられ、学校給食は再開することになりました。

全国学校給食週間は、世界中の温かい心で給食が再開されたことを記念する行事です。食べるこ

との大切さを理解し、食べ物や給食にかかわる人々の思いやご苦労に感謝していただきましょう。

全国学校給食週間
1月24日～30日

給食だより給食だより １ 月

学校給食は、栄養バランスのよい食事で成長期にある子どもたちの健やかな成長を支え、食に関す

る正しい知識と望ましい食習慣を身につけるために重要な役割を果たしています。

学校給食開始時と現在の体格を比較すると、身長も体重も大きく増加しました。給食は「体格の向

上」のために大切な役割を担っていることが分かります。みなさんも丈夫な身体をつくるために、好

き嫌いせずバランスの良い食事を心がけましょう！

小中学生の体格の変化

学校給食の献立の移り変わり

学校給食は長く続いていて、保護者の方たちも食べてきた人が多

いと思います。好きだった献立や印象深いできごとなどをぜひ家族

で語り合ってみてください。

給食の思い出を聞かせてください

あげぱんのはなし
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